
現在、学校では、１人１台端末とクラウド環境を活用した教育活動が日常的に行われるようになり、教

える側主体から学ぶ側主体へと学びのあり方が大きく転換しようとしています。具体的には、さいたま市

スマートスクールプロジェクト（ＳＳＳＰ) によって、「学び方」「教え方」「働き方」に Ｉ Ｃ Ｔの効果的・効率的

な活用という横串を刺す、ダイナミックな教育改革を次のように進めております。

①子どもが Ｉ Ｃ Ｔ を駆使して、自分の学びの履歴や友達の学習過程を確認しながら、自らの学びを

調整し自分の力で主体的に探究を深めたり、グローバルな交流等を通じてものの「見方・考え方」

を広げたりすることができるよう、子どもの Ｉ Ｃ Ｔ活用能力の向上に努める「学び方」改革

②教職員がダッシュボードに日々蓄積される各種教育データをフルに利活用することで、これまで

以上に子ども一人ひとりへの最適な指導・支援が可能になるよう、授業改善と指導力向上を目指

す「教え方」改革

③校務用端末を活用した校務の効率化による業務改善を通して、教職員が子どもの変容や成長を

間近で見守るなど、人間形成に深くかかわる時間を生み出すことで、教職員のやりがいや働き甲

斐が高められるような、職場環境の整備に努める「働き方」改革

このＳＳＳＰの推進に当たり、７月２日（火）に、「さいたま市スマートスクールプロジェクトシンポジウム」を

開催し、各校における教育改革の核となる先生方に、文部科学省のリーディングＤＸスクール事業指定校と

して様々な実践を重ねてきた大東小学校と美園南中学校の授業実践を参観いただきました。両校ともに、子

どもたちが自分に合った課題や学習方法を選択したり、他者と協働したりしながら学びを深めていく、「個別

最適な学び」と「協働的な学び」が授業の中で一体的に展開されており、今後本市が目指す学びの姿をより

具体的にイメージしていただけたことと思います。

今後もＳＳＳＰを通じ、 「一人ひとりの可能性を最大限に引き出し、新たな価値を創造していく力をはぐくむ教育

の実現」を力強く推進してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

教育長メッセージ さいたま市教育委員会 教育長 竹居秀子

教育長フォトレポート

教育長が参加した行事の模様や
活動の様子などをお伝えします

※教育長フォトレポートはこちらから

お知らせ

https://www.city.saitama.lg.jp/003/002/008/110/002/index.html


教育委員会ニュース

「さいたま市ストップいじめ！子どもサミット」開催

生徒指導課 ☎：048-829-1669

令和６年８月２日（金）、大宮国際中等教育
学校において、「さいたま市ストップいじめ！
子どもサミット」を開催しました。

本サミットは、本年度から新たに始まった
取組で、市立各学校の代表児童生徒と教職
員、保護者、地域団体の皆様の約７００名に
御参加いただきました。
サミットでは、代表児童生徒を中心に、い

じめ防止についての協議や各学校の取組に
ついての発表が行われ、参加者が、それぞ
れの立場で、「ストップいじめ！」について考
えました。

活動の前半は、４～５校ごとのグループに分

かれた参加児童生徒が「ストップいじめ！」につ
いて協議しました。グループの中では、未然防
止の重要性や、いじめを見つけたときに何がで
きるか、いじめが起きていない理想の学校の形
をみんなで共有する大切さ等、「ストップいじ
め！」について、様々な視点で協議を深める姿
が見られました。
活動の後半は、ワークショップ形式で、グルー

プごとに児童生徒が協力し、各学校の取組や協
議内容の報告を、他の参加者の皆様に発表し
ました。他校の取組を自分の学校でもやってみ
たい、という参加児童生徒の声が多く聞かれま
した。

最後は、参加者全員が体育館に一堂に会
し、全体会を行いました。
学校が、全ての子どもたちにとって、安全・

安心な場所になるためには、「子どもたちが
頭で考えて行動に起こし、それを大人が支え
る」ことが重要です。それぞれの立場に「ス
トップいじめ！」が広がり、本市のいじめ防止
の機運が一層高まることを、期待しています。



教育委員会ニュース

大宮国際中等教育学校 × 文化財保護課

さいたま市文化財研究チームの成果を紹介します！
文化財保護課 ☎：048-829-1723

真福寺貝塚キャラクター
「福みみーズ」

第１回
オリエンテーション

学芸員の仕事や発掘調査の方
法、真福寺貝塚の歴史について
講義を受けました。

第２回
真福寺貝塚体験発掘

真福寺貝塚に出向いて、学芸員
の指導のもと発掘調査を体験し
ました。

第３回 ・第４回
ＰＲ方法アイデア発表

これまでの講義や発掘体験を生
かして、文化財のＰＲ方法考え、
アイデアを発表しました。

文化財研究チームとは

取組を通して

成果として

第4回で商品名を考えた和菓子が、
「岩槻菓紗里 藤宮」様の本町店および、
にぎわい交流館いわつき(ヨロ研カフェ)
で販売されることになりました！

商品名は、真福寺貝塚の福(ぷく)と
みみずく土偶の(み)をとって、響きが
可愛く、親しみやすくて覚えやすい
「ぷくみ」になりました！

また、岩槻区にある和菓子店
「岩槻菓紗里 藤宮」様のご協力
により実現した、
「福みみーズ」
をモチーフに
した和菓子の
商品名を考え
ました。

今後もさいたま市教育委員会では、さいたま市の貴重な文化財のＰＲを推進するとともに、児童・生徒達の夢
や社会参画を後押しするような取組を実施していきます！

文化財のPR方法を考えようと発足した「文化財研究チーム」の生徒達が出してくれたアイデアは、文化財保護
課としても大変刺激になりました。また自分達が考えた商品名が形となって販売されたことに、生徒達から「感動
した」「貴重な経験になった」との声や「文化財研究チームに参加して良かった」「ワクワクして楽しかった」といっ
た感想もありました！

取組内容

さいたま市にはすばらしい文化財が数多くあります。しかし認知度が低く、
特に国の指定史跡である「真福寺貝塚」は大変貴重な史跡であるにも関わらず、
市民の皆様にあまり知られていません。
学芸員の仕事や発掘調査を体験しながら、「真福寺貝塚」のPR方法を一緒に
考えるため、大宮国際中等教育学校と文化財保護課により、令和５年９月に
「さいたま市文化財研究チーム」が発足しました。

開催日：令和５年９月、１０月、１２月、令和６年２月（全４回）
参加者：１年生～５年生の８名



教育委員会からのお知らせ

「さいたま市 未来くるFM放送局が始まります」
教育政策室 ☎：048-829-1626

「さいたま市 未来くるFM放送局」が、いよいよ９月から始まります。さいたま市の子どもたちが主役と

なって、豊かな発想や工夫を生かした内容をラジオ放送で発信するものです。地域や学校にかかわり
のある方々に聴いていただくことで、今の学校や子どもたちの様子に理解を深めていただき、学校と地
域をつなぐ架け橋となれば幸いです。
ラジオだけではなく、スマホやパソコン、YouTube等でも視聴可能です。詳しくは、下記のポスターで！


